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国民文化祭

街
路
灯
設
置
工
事

防火水槽移設工事

平
成
26
年
度
　
各
会
計
決
算
を
認
定
し
ま
し
た

平成26年度主な施策の成果 単位：千円

総務課関係
 ● 地域活性化助成金 ……………………… 914
 ● 湖東厚生病院運営費補助金 ………… 49,483
 ● 再生可能エネルギー等導入事業 ……… 27,794
　（街路灯設置工事：19基）
 ● 未来づくり協働プログラム事業（工事監理） 9,720
 ● 未来づくり協働プログラム事業（工事） 631,465
町民課関係
 ● 結婚祝い金事業 ………………………… 800
 ● 湖東厚生病院防火水槽移設工事 …… 8,623
 ● 次期県総合防災システム整備事業費負担金 2,822
福祉課、保健課関係
 ● 延長保育促進事業

えきまえ子育て支援センター備品 … 7,664 
えきまえ子育て支援センター消耗品 1,994

 ● 総合健診事業 ………………………… 13,612

産業課関係
 ● 農業基盤整備促進事業費補助金 … 136,170
 ● 経営体育成支援事業費補助金 ……… 3,000
 ● 若者イベント実行委員会補助事業 …… 800
建設課関係
 ● 町道除雪委託料 ……………………… 15,912
 ● 町道関連工事（５路線） …………… 68,933
教育課関係
 ● 学校給食助成金 ……………………… 22,629
 ● 国民文化祭実行委員会補助金 ……… 11,810
 ● 図書館推進事業（未来づくり協働プログラム）

図書館システムリース料 …………… 1,053
施設備品（書架等一式） …………… 32,673
図書購入費（3,837冊） ……………… 5,656

歳入総額 40億9,269万8,359円
歳出総額 38億7,614万9,413円
差 引 額… 2億1,654万8,946円

繰越明許費………… 462万5,952円
※26年度に予算化して27年度に使う

実質収支額 2億1,192万2,994円

一
般
会
計
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　番号法の施行により、全住民に向けて個人番号を通知す
る「通知カード」「個人番号カード」については、初回は無
料交付となるが、再交付については手数料がかかるため、
手数料について定めるものです。また、それに伴い、住民基
本台帳カードの交付は終了となるため、住民基本台帳カー
ドの交付手数料について削除するものです。

八郎潟町手数料条例の一部改正

　番号法の施行に伴い、本町の個人情報の保護に関す
る条例は、電子計算組織での個人情報の保護に限定さ
れていたため、電子計算組織に限らず個人情報の取扱
いについて定める必要があるため制定するものです。

八郎潟町個人情報保護条例の制定

八郎潟町教育委員会委員

　秋田県市町村総合事務組合退職手当条例の一部改正
により、募集等の手続きについて定める必要があるた
め制定するものです。

　八郎潟町個人情報保護条例の制定に伴い、電子計算
組織の利用に限定した個人情報の保護に関する当条例
を廃止するものです。

　指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に
関する基準の一部改正に伴い、「複合型サービス」を「看
護小規模多機能型居宅介護」に改称、指定認知症対応型
通所介護の提供により事故が発生した場合の対応等の規
程の追加など所要の改正が必要なため一部改正するもの
です。

八郎潟町指定地域密着型サービスの事業の人員、
設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正

定年前に退職する意思を有する職員の募集等に関する
条例の制定

八郎潟町電子計算組織利用に係る個人情報保護に
関する条例の廃止

任期満了によるもので、
全会一致で　５区小玉 美穂子氏の再任が同意されまし
た。

　八郎潟町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービス
に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準の一部改正に伴い、「複合型サービス」が「看護小規模
多機能型居宅介護」に改称、地域密着型施設等の他施設が介護予防小規模多機能型居宅介護事業所に併設されてい
る場合における従業者の員数の規程など所要の改正が必要なため一部改正するものです。

八郎潟町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービス
に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部改正

単位：千円・％（　）内は25年度

単位：千円・％（　）内は25年度

歳　入

歳　出

項     目 金 額 構成比

町 税 497,145 12.1 （ 503,173）
地 方 譲 与 税 24,440 0.6 （ 25,379）
利 子 割 交 付 金 958 0.0 （ 1,228）
配 当 割 交 付 金 2,542 0.1 （ 1,351）
株式等譲渡所得割交付金 1,105 0.0 （ 1,504）
地方消費税交付金 66,872 1.6 （ 53,808）
自動車取得税交付金 3,069 0.1 （ 5,172）
地 方 特 例 交 付 金 1,555 0.0 （ 1,527）
地 方 交 付 税 1,640,401 40.1 （1,587,616）
交通安全対策特別交付金 0 0.0 （ 649）
分担金及び負担金 17,536 0.4 （ 17,112）
使用料及び手数料 56,691 1.4 （ 53,837）
国 庫 支 出 金 437,089 10.7 （ 373,167）
県 支 出 金 770,521 18.8 （ 166,839）
財 産 収 入 5,710 0.1 （ 3,107）
寄 附 金 1,200 0.0 （ 1,755）
繰 入 金 6,948 0.2 （ 7,924）
繰 越 金 329,880 8.1 （ 232,287）
諸 収 入 53,765 1.3 （ 53,533）
町 債 175,271 4.3 （ 423,753）

計  4,092,698 （3,514,721）

項     目 金 額 構成比

議 会 費 62,981 1.6 （ 61,022）
総 務 費 1,327,688 34.3 （ 837,088）
民 生 費 695,742 17.9 （ 617,708）
衛 生 費 292,971 7.6 （ 310,159）
労 働 費 20 0.0 （ 2,874）
農 林 水 産 業 費 209,603 5.4 （ 250,941）
商 工 費 53,014 1.4 （ 28,364）
土 木 費 346,180 8.9 （ 350,286）
消 防 費 157,269 4.1 （ 149,274）
教 育 費 374,031 9.6 （ 244,376）
災 害 復 旧 費 2,879 0.1 （ 852）
公 債 費 353,771 9.1 （ 331,898）
諸 支 出 金 0 0.0 （ 0）
予 備 費 0 0.0 （ 0）

計 3,876,149 （3,184,842）

項目別決算額
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一 般 質 問一 般 質 問

地域振興施設整備基金 70,056 ( 70,041)

財 政 調 整 基 金 2,055,680 (1,771,349)

減 債 基 金 170,698 ( 169,088)

地 域 福 祉 基 金 70,057 ( 70,042)

国 保 財 政 調 整 基 金 20,001 ( 20,001)

ふるさと保全対策基金 5,000 ( 5,000)

まちづくり人材育成基金 3,919 ( 3,918)

八郎潟町がんばれふるさと基金 1,097 ( 1,621)

介護従事者処遇改善臨時特例基金 0 ( 0)

介 護 給 付 費 準 備 基 金 17,253 ( 22,243)

　 小 　 　 　 　 　 計 　 2,413,761 (2,133,303)

奨 学 基 金 8,679 ( 9,607)

歳　入 歳　出 差引残高

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 881,940 740,275 141,665

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 64,713 64,137 576

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 308,639 301,869 6,770

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 2,239 2,239 0

介 護 保 険 特 別 会 計 　 　 　 0

　 　 　 介 護 保 険 事 業 勘 定 839,206 815,714 23,492

介 護 保 険 サ ー ビ ス 事 業 勘 定 3,178 2,963 215

合 計 2,099,915 1,927,197 172,718

26年度 25年度 比　較

経 常 収 支 比 率 85.5 83.1 2.4

実 質 収 支 比 率 10.2 10.4 -0.2

公 債 費 比 率 8.6 8.3 0.3

実 質 公 債 費 比 率 10.1 11.1 -1.0

※財政のゆとりを見る指標。75%を上回らないことが望ましい。

※純粋な収支を見るための指標。３～５%が望ましい。

※公債費と一般財源の関係を見る指標。10%を超えないことが望ましい。

※収入に対する地方債返済の割合を見る指標。18%以上になると県の許可が必要。

　 項 　 　 　 　 目 　

実 質 赤 字 比 率 0.0

連 結 実 質 赤 字 比 率 0.0

実 質 公 債 費 比 率 10.1

将 来 負 担 比 率 0.0

※早期健全化基準の15%を下回っている。

※早期健全化基準の20%を下回っている。

※早期健全化基準の25%を下回っている。

※早期健全化基準の350%を下回っている。

主な財政指標

◆地方債残高　　　　　単位：千円（　）内は25年度

◆基金残高　　　　 　　単位：千円（　）内は25年度

◆各特別会計の決算　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

◆財政の分析　　　　　　　　　　　単位：％

◆一般会計財政健全化審査意見　　　単位：％

※年度末現金保有高

◆町税徴収実績（現年度分）単位：千円（　）内は25年度

地 方 債 3,190,287 （3,335,936）
項 目 金 額 徴収率（％）

町 民 税 200,704 93.2 (207,273)

固定資産税 237,483 88.2 (236,783)

軽自動車税 14,122 95.3 ( 13,937)

た ば こ 税 44,836 100.0 ( 45,180)

計 497,145 91.3 (503,173)
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一 般 質 問一 般 質 問

（ 5 ） 八郎潟町議会だより第125号 平成27年10月１日

議員

次期基本構想に岡本下台地区の　　　
道路新設を盛り込めないか　　　

ン
フ
レ
ッ
ト
代
を
計
上
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
う
業
務

は
法
律
で
決
ま
っ
て
い
る
。

住
民
基
本
台
帳
事
務
、
児
童

福
祉
関
係
事
務
、
介
護
保
険

関
係
事
務
、
税
務
関
係
事
務

な
ど
12
業
務
を
予
定
し
て
い

る
。
社
会
保
障
給
付
金
な
ど

の
申
請
の
際
に
提
出
書
類
の

簡
素
化
が
図
ら
れ
る
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
住
民
票

や
所
得
証
明
書
の
添
付
が
省

略
で
き
る
の
は
国
民
年
金
保

険
料
の
免
除
、
高
額
医
療
費

の
決
定
な
ど
が
あ
る
。
乳
幼

児
に
つ
い
て
も
予
防
接
種
、

乳
幼
児
健
診
の
履
歴
な
ど
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
デ
ー
タ

ー
管
理
が
想
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
保
護
者
が
必
要
に
応
じ

て
番
号
を
記
載
す
る
場
合
も

あ
り
得
る
。
一
元
管
理
さ
れ

る
個
人
情
報
は
12
業
務
の
情

報
で
住
基
の
氏
名
・
住
所
・

生
年
月
日
、
税
・
福
祉
の
扶

養
親
族
の
所
得
等
で
す
。
法

律
に
定
め
の
な
い
も
の
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
業
務
に
使
う

こ
と
は
で
き
な
い
。
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
は
総
合
行
政
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
地
方
公

共
団
体
を
相
互
に
接
続
す
る

行
政
専
用
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
利
用
す
る
た
め
外
部
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
は
困
難
で
あ
る
。

リ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
で
は
、

各
種
手
続
き
で
住
民
票
や
所

得
証
明
書
の
添
付
を
省
略
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
言
う
説
明
が
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
ど
の

よ
う
な
場
合
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
る
子
供

さ
ん
に
は
ど
う
な
る
の
で
し

ょ
う
か
。
赤
ち
ゃ
ん
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
通
知
し
て
も
意

味
な
い
し
、
住
基
に
記
載
さ

れ
て
い
れ
ば
本
人
が
必
要
な

時
期
に
交
付
を
受
け
れ
ば
わ

か
る
の
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に

よ
っ
て
税
務
の
納
税
関
係
、

上
下
水
道
の
納
付
状
況
、
介

護
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険

税
の
納
付
状
況
な
ど
各
種
個

人
情
報
が
一
元
管
理
す
る
計

画
は
あ
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。

基
幹
系
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

も
含
め
て
十
分
な
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
以
上
細
々
と
し
た
と
こ
ろ

に
わ
か
ら
な
い
点
が
多
い
の

で
、
現
時
点
で
わ
か
っ
て
い

る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

町
長
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
住

民
周
知
に
つ
い
て
は
広
報
10

月
号
か
ら
12
月
号
ま
で
と
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。

ま
た
今
回
の
予
算
で
も
パ

か
し
湖
東
厚
生
病
院
が
移
設

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
周
辺
整

備
も
進
ん
で
い
る
。
イ
ト
ウ

住
宅
前
か
ら
県
道
ま
で
の
新

設
や
も
う
一
つ
北
側
か
ら
の

道
路
な
ど
既
存
計
画
と
併
せ

事
業
費
な
ど
を
算
出
し
な
が

ら
新
た
な
整
備
計
画
を
進
め

て
い
き
た
い
。

問
　
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
法
が
２
０
１
６
年
１
月
か

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に

伴
い
本
年
10
月
に
住
民
一
人

ひ
と
り
に
12
ケ
タ
の
番
号
が

通
知
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
各
市
町
村
で
は
こ

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

周
知
啓
蒙
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
本
町
で
は
広
報
の
掲
載

も
な
い
の
で
一
般
質
問
に
よ

っ
て
町
民
が
わ
か
ら
な
い
点

を
質
問
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
児
童
手
当
の
現
況
届
を
提

出
す
る
と
き
に
使
う
と
か
、

税
の
申
告
時
に
使
う
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か

町
の
業
務
で
は
ど
の
よ
う
な

も
の
が
該
当
に
な
る
の
で
し

ょ
う
か
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
メ

い
物
の
方
は
不
便
で
す
し
、

火
災
や
災
害
の
際
に
は
緊
急

車
両
の
進
入
も
難
儀
で
す
。

防
災
上
も
懸
念
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
10
年
の
本
町
の

発
展
を
目
指
す
基
本
構
想
を

策
定
中
で
あ
り
ま
す
か
ら

町
民
の
利
便
性
や
幸
福
実
現

の
た
め
に
計
画
に
乗
せ
る

こ
と
を
提
言
致
し
ま
す
。
こ

の
先
新
し
い
交
付
金
や
補
助

金
が
出
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

国
・
県
の
助
成
を
得
る
た
め

に
は
ま
ず
町
の
計
画
が
ど
う

な
っ
て
い
る
か
が
問
わ
れ
ま

す
。
是
非
、
次
期
基
本
構
想

に
岡
本
下
台
地
区
の
道
路
新

設
を
盛
り
込
む
こ
と
を
提
言

致
し
ま
す
。

町
長
　

30
区
町
内
会
よ
り
既

存
道
路
の
拡
幅
と
歩
道
設
置

の
要
望
書
が
出
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
町
で
は
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
事
業
の
整
備

計
画
に
計
上
し
て
い
る
。
し

問
　
岡
本
下
台
地
区
は
野
田

地
区
を
来
る
と
遠
い
し
五
城

目
町
を
通
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

湖
東
厚
生
病
院
の
脇
は
道
が

狭
く
て
入
り
に
く
い
。
矢
場

崎
か
ら
入
れ
ば
道
路
は
い
い

け
ど
そ
れ
も
五
城
目
町
で
す
。

イ
ト
ウ
住
宅
前
か
ら
湖
東
薬

局
ま
で
道
路
を
新
設
し
て
県

道
ま
で
出
や
す
く
で
き
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
湖
東
厚
生

病
院
は
移
転
し
て
空
き
地
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
湖
東

薬
局
は
移
転
の
予
定
で
す
。

用
地
確
保
が
で
き
れ
ば
可
能

性
は
あ
り
ま
す
。

　
私
が
想
定
す
る
の
は
県
道

の
湖
東
薬
局
前
か
ら
、
右
カ

ー
ブ
を
つ
け
て
イ
ト
ウ
住
宅

前
の
道
路
に
つ
な
げ
る
こ
と

で
す
。
現
在
の
湖
東
薬
局
前

か
ら
入
る
道
は
曲
が
り
く
ね

っ
て
い
て
、
道
幅
も
狭
い
で

す
。
軽
自
動
車
同
士
だ
と
す

れ
違
い
で
き
ま
す
が
、
そ
れ

以
上
の
車
だ
と
交
差
に
難
儀

し
ま
す
。
積
雪
期
に
な
る
と

な
お
さ
ら
道
幅
が
狭
く
な
り

ま
す
。
マ
イ
カ
ー
通
勤
、
買

石井　清人

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
の
ス
タ
ー
ト

不
明
な
点
を
聞
く

岡本下台地区道路
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議員

マイナンバー制度導入への備えは万全か？

村井　　剛

ム
夢
未
来
で
は
無
人
販
売
。

湖
東
の
や
さ
い
畑
で
の
販
売

等
が
見
ら
れ
る
。
一
日
市
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
会
で

も
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た

新
商
品
開
発
と
し
て
枝
豆
ス

イ
ー
ツ
の
試
食
会
や
調
理
実

習
を
実
施
し
て
来
た
が
、
新

商
品
開
発
ま
で
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

　
特
産
品
等
の
開
発
に
は
、

町
観
光
協
会
、
関
係
機
関
等

と
連
携
し
検
討
を
重
ね
て
い

く
。

で
は
、
昨
年
実
績
で
２
０
２

ｔ
一
億
一
千
万
円
の
販
売
額

を
誇
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
20
％
〜

30
％
・
約
68
ｔ
も
の
規
格
外

品
が
発
生
し
、
ほ
と
ん
ど
廃

棄
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
規
格

外
品
の
活
用
方
法
を
、
特
産

品
の
開
発
と
し
て
、
農
協
と

連
携
し
て
取
り
組
む
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
長
　

Ｊ
Ａ
あ
き
た
湖
東
で

は
、
枝
豆
ア
イ
ス
や
ソ
フ
ト

ク
リ
ー
ム
の
原
料
。
フ
ァ
ー

あ
る
。
又
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
入
っ
た
パ
ソ
コ
ン
は
、
電

算
シ
ス
テ
ム
共
同
事
業
組
合

と
町
役
場
の
み
接
続
可
能
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
っ
て
い

る
為
、
外
部
か
ら
の
接
続
は

で
き
な
い
。
そ
の
他
、
町
で

は
不
正
ア
ク
セ
ス
防
止
の
為
、

フ
ァ
イ
ヤ
ー
ウ
ォ
ー
ル
の
設

置
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
取
扱
い

端
末
へ
の
パ
ス
ワ
ー
ド
の
設

定
等
の
対
策
を
講
ず
る
。
職

員
に
対
し
て
も
、
個
人
情
報

保
護
条
例
の
も
と
に
、
改
め

て
情
報
流
出
に
対
す
る
啓
発

を
行
う
。

問
　
秋
田
県
で
は
、
米
中
心

農
業
か
ら
の
脱
却
を
目
ざ
し
、

畑
作
振
興
策
の
一
つ
と
し
て
、

枝
豆
の
生
産
に
力
を
入
れ
て

い
る
。
今
で
は
、
群
馬
県
に

次
い
で
全
国
二
番
目
の
出
荷

量
を
誇
り
、
日
本
一
を
目
ざ

し
、
県
内
各
地
で
、
生
産
拡

大
に
向
け
た
努
力
が
な
さ
れ

て
い
る
。

　
Ｊ
Ａ
あ
き
た
湖
東
管
内
で

も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
本

町
に
脱
さ
や
調
整
施
設
を
整

備
し
、
努
力
し
て
い
る
。
今

　
町
で
も
、
申
請
及
び
事
務

に
利
用
す
る
だ
け
で
な
く
、

雇
用
保
険
の
資
格
取
得
申
請

や
社
会
保
険
の
資
格
取
得
申

請
等
に
利
用
さ
れ
る
。

②
こ
の
10
月
に
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
、
地
方
公
共
団
体
行

政
シ
ス
テ
ム
機
構
か
ら
、
国

民
全
員
に
、
通
知
カ
ー
ド
と

し
て
送
ら
れ
る
。
来
年
１
月

か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ
る
が
、

同
時
に
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

交
付
も
ス
タ
ー
ト
す
る
。
個

人
番
号
カ
ー
ド
は
、
希
望
者

が
任
意
で
申
請
す
れ
ば
交
付

さ
れ
る
。
申
請
手
順
は
、
顔

写
真
を
つ
け
た
個
人
番
号
カ

ー
ド
申
請
書
を
町
か
ら
国
の

委
託
機
関
に
送
付
し
、
そ
の

後
町
を
経
由
し
住
基
カ
ー
ド

と
引
き
換
え
に
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
が
交
付
さ
れ
る
。
こ

の
カ
ー
ド
は
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
の

利
用
や
税
の
電
子
申
請
に
も

利
用
で
き
る
。
将
来
的
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
利
用
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。
又
、
平
成
29
年

１
月
か
ら
は
、
自
宅
の
パ
ソ

コ
ン
で
、
自
分
の
情
報
や
そ

の
利
用
状
況
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

③
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
言
う
、
行
政
専
用
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
為
、

外
部
か
ら
の
接
続
は
困
難
で

問
　
税
や
年
金
業
務
等
の
一

元
管
理
を
ね
ら
い
と
し
た
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
、
こ
の

10
月
か
ら
番
号
通
知
が
行
わ

れ
、
来
年
の
１
月
か
ら
ス
タ

ー
ト
す
る
。

　
今
年
５
月
に
日
本
年
金
機

構
が
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
受

け
、
１
２
５
万
件
の
個
人
情

報
が
流
出
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
導
入
に
対
す
る
不
安

感
が
広
が
っ
て
い
る
。
内
閣

府
の
調
査
に
よ
る
と
、
国
民

の
57
％
が
内
容
を
知
ら
な
い

と
の
事
で
、
熟
知
度
に
も
不

安
感
が
あ
る
。

① 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
内

容
②
今
後
の
手
続
き
の
流
れ

③ 

情
報
流
出
対
策
は
万
全

か
？

を
問
う
。

町
長
　

①
国
民
全
員
に
12
桁

の
個
人
番
号
を
符
し
、
国
の

行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体

の
社
会
保
障
・
税
・
海
外
対

策
等
の
分
野
で
、
個
人
情
報

を
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

枝
豆
・
規
格
外
品

の
活
用
を
！

枝豆

枝豆加工場
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に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
冬

期
間
は
注
意
を
必
要
と
し
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の
安
全
対

策
を
。

町
長
　

道
路
幅
員
を
確
保
し

な
が
ら
、
道
路
防
護
柵
の
設

置
基
準
に
よ
り
、
車
両
が
路

外
に
逸
脱
し
た
場
合
に
、
被

害
の
恐
れ
の
あ
る
区
間
を
調

査
し
計
画
的
に
設
置
す
る
。

問
　
私
も
次
の
運
転
免
許
証

の
更
新
時
に
は
、
教
習
所
で

の
実
地
講
習
が
対
象
の
年
齢

に
な
り
ま
す
。
五
城
目
町
方

向
か
ら
、
国
道
7
号
に
向
か

う
途
中
。
川
崎
町
内
の
高
速

道
路
の
下
か
ら
変
電
所
ま
で

の
左
側
が
土
手
や
深
い
側
溝

そ
、
第
一
次
産
業
に
も
生
き

残
れ
る
道
が
あ
る
は
ず
で
す
。

　
米
価
の
暴
落
で
も
対
応
出

来
る
環
境
保
全
米
に
力
を
。

お
盆
の
花
は
飛
ぶ
よ
う
に
売

れ
、
夢
プ
ラ
ン
２
年
目
の
ほ

う
れ
ん
そ
う
も
こ
れ
か
ら
種

子
を
蒔
く
。
た
ん
ぼ
ア
ー
ト

の
計
画
も
進
行
中
。
夏
休
み

も
終
わ
り
、
学
校
給
食
へ
の

野
菜
の
供
給
も
再
開
。
国
道
、

鉄
道
、
イ
ン
タ
ー
と
、
交
通

面
も
盤
石
の
地
の
利
を
活
か

し
、
子
供
も
お
と
し
よ
り
も

元
気
な
町
に
。

町
長
　

お
も
し
ろ
市
場
は
継

続
実
施
す
る
事
に
よ
り
、
来

場
者
も
増
加
し
出
店
者
の
励

み
に
も
な
る
。
今
後
も
プ
レ

ミ
ア
ム
買
物
券
や
演
奏
会

等
多
様
な
企
画
を
実
施
す
る
。

た
ん
ぼ
ア
ー
ト
・
浦
城
趾
・

史
料
館
・
八
郎
潟
産
米
等
、

地
域
・
産
業
・
観
光
振
興
に

資
す
る
も
の
と
期
待
を
し
て

い
る
。

空
の
彼
方
へ
飛
ば
し
て
や
っ

た
戦
後
の
父
の
苦
悩
。
戦
争

は
敵
で
あ
れ
味
方
で
あ
れ
、

人
の
心
を
鬼
に
す
る
。
子
供

の
頃
よ
り
幾
度
と
な
く
聞
か

さ
れ
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
も
然
り
。

原
発
事
故
も
ま
だ
収
束
し
て

い
な
い
の
に
再
稼
働
は
す
る

し
、
国
民
の
大
多
数
が
、
戦

争
法
案
ノ
ー
の
意
思
表
示
を

し
て
い
る
。
現
事
態
に
対
し

て
の
町
長
の
考
え
方
を
求
め

ま
す
。

町
長
　

国
民
の
間
に
議
論
が

不
充
分
、
納
得
出
来
な
い
と

い
う
声
が
渦
巻
い
た
ま
ま
、

法
案
が
成
立
す
る
な
ら
ば
、

政
治
不
信
を
生
む
事
に
な
る
。

参
議
院
で
徹
底
的
に
問
題
点

を
煮
つ
め
政
府
が
国
民
の
疑

問
に
誠
実
に
答
え
て
い
た
だ

く
よ
う
、
強
く
願
っ
て
い
る
。

問
　
明
る
く
な
っ
た
駅
前
。

は
ち
パ
ル
で
軽
ト
ラ
市
の
開

催
中
、
通
過
す
る
電
車
か
ら

手
を
振
る
乗
客
に
私
た
ち
も

両
手
を
振
っ
て
答
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
無
か
っ
た
光
景

で
す
。
小
さ
な
町
だ
か
ら
こ

問
　
「
国
会
前
で
、
た
く
さ

ん
の
人
達
が
戦
争
反
対
の
デ

モ
を
し
て
い
た
よ
」
夏
休
み

に
国
会
議
事
堂
の
見
学
に
行

っ
た
孫
が
言
い
ま
し
た
。

　
８
月
25
日
の
Ｅ
テ
レ
ビ
で

戦
後
70
年
の
企
画
が
あ
り
ま

し
た
。
ド
イ
ツ
の
ガ
ス
室
に

は
ユ
ダ
ヤ
人
の
殺
り
く
の
前

に
障
害
者
が
送
り
込
ま
れ
て

い
た
。
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
下
、

医
師
達
が
○
×
を
つ
け
る
選

別
に
協
力
し
た
と
い
う
事
実
。

40
年
前
に
積
極
的
平
和
主
義

を
唱
え
た
学
者
が
「
日
本
政

府
の
積
極
的
平
和
主
義
は
意

味
を
履
き
違
え
て
い
る
」
と

批
判
を
し
、
そ
れ
は
「
世
界

か
ら
貧
困
、
抑
圧
、
差
別
を

無
く
す
事
で
あ
る
。
憲
法
９

条
は
、
世
界
平
和
の
条
文
に

し
、
日
本
は
自
分
達
だ
け
の

も
の
と
し
て
９
条
を
枕
に
眠

っ
て
い
た
の
で
は
」
と
指
摘

し
て
ま
し
た
。
侵
略
し
た
事

実
を
認
め
な
い
人
が
、
ま
た

日
本
の
総
理
大
臣
に
な
っ
た
。

　
正
義
の
戦
争
と
信
じ
、
多

く
の
若
者
を
特
攻
隊
と
し
て

平和が良
い

い・誰
た

がための政治か

北嶋　賢子

安
全
な
食
料
は
八

郎
潟
の
大
地
か
ら

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー

に
配
慮
を
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問
　
平
成
26
年
６
、
12
月
議

会
で
八
郎
潟
町
農
業
の
あ
る

べ
き
姿
に
つ
い
て
質
問
致
し

て
お
る
が
、
そ
の
時
に
町
は

集
約
型
農
業
を
目
指
す
の
か
、

そ
れ
と
も
集
落
営
農
を
目
指

す
の
か
と
の
問
い
に
町
長
は

「
農
地
の
利
用
集
積
、
後
継

者
育
成
や
法
人
化
へ
の
誘
導

を
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
答

え
て
い
ま
す
。
あ
る
講
演
会

の
時
に
秋
田
県
の
農
業
所
得

は
、
全
国
的
に
見
る
と
低
い

が
、
農
家
所
得
を
見
る
と
全

国
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ
る

と
い
う
事
で
あ
り
ま
し
た
。

い
か
に
専
業
農
家
（
面
的
拡

大
）
を
目
指
し
て
も
農
業
所

得
は
あ
が
ら
な
い
、
む
し
ろ

集
約
営
農
を
目
指
し
た
方
が
、

農
家
所
得
が
上
が
り
町
民
の

所
得
が
向
上
す
る
の
で
は
な

町の人口減少対策について

加藤千代美

の
五
城
目
町
に
住
み
た
い
、

住
ん
で
い
る
と
い
う
お
話
で

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
が
興
味
を
持
っ

た
の
は
、
廃
校
に
な
っ
た
校

舎
を
企
業
を
興
す
人
に
対
し

て
安
い
料
金
で
開
放
し
、
そ

こ
か
ら
情
報
を
発
信
し
、
移

住
者
を
募
り
や
が
て
は
五
城

目
町
の
定
住
者
に
な
っ
て
い

た
だ
く
コ
ン
セ
プ
ト
を
持
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
例
が
沢
山
あ

り
ま
す
、
共
通
し
て
い
る
こ

と
は
、
自
分
の
町
を
ど
ん
な

手
段
を
駆
使
し
て
ア
ピ
ー
ル

す
る
か
で
あ
る
よ
う
な
気
が

い
た
し
ま
す
。
我
が
町
に
お

い
て
も
地
域
協
力
隊
と
ま
で

も
い
か
な
く
て
も
東
京
、
関

西
等
で
活
躍
し
て
い
る
町
の

出
身
者
を
頼
り
、
情
報
を
交

換
し
移
住
、
定
住
を
図
っ
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

町
長
　

県
で
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
開
設
、
空
き
家
バ
ン
ク
の

紹
介
、
各
自
治
体
の
優
遇
制

度
、
有
力
な
就
職
情
報
を
紹

介
し
て
お
り
、
町
で
も
い
ろ

い
ろ
と
情
報
を
示
し
な
が
ら

対
策
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

町
長
　

農
地
中
間
管
理
事
業

の
必
要
に
よ
り
、
担
い
手
へ

の
規
模
拡
大
、
集
積
を
図
り

生
産
性
の
向
上
を
め
ざ
し
て

い
る
。

　
農
業
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て

は
、
国
の
農
業
政
策
に
対
応

す
べ
く
集
落
営
農
組
合
の
成

立
、
認
定
農
業
の
確
保
、
町

単
独
補
助
事
業
、
担
い
手
対

策
の
実
施
。

　
人
口
減
少
に
よ
り
経
済
産

業
が
縮
小
、
税
収
は
減
少
し
、

高
齢
化
が
進
む
の
で
財
政
は

厳
し
く
な
る
も
の
と
予
想
し

て
い
ま
す
。

問
　
今
年
の
南
秋
田
郡
の
議

員
研
修
会
に
お
い
て
、
五
城

目
町
の
地
域
協
力
隊
の
方
が
、

地
域
に
定
住
化
、
移
住
化
を

図
っ
て
い
く
た
め
に
は
何
よ

り
も
「
縁
」
が
大
切
で
あ
る
。

ま
た
、
一
回
に
百
人
が
来
る

よ
り
も
一
人
の
人
が
リ
ピ
ー

タ
ー
と
な
っ
て
百
回
き
て
く

れ
た
方
が
嬉
し
い
と
い
う
お

話
を
さ
れ
ま
し
た
。
す
で
に
、

五
城
目
町
で
は
こ
の
地
域
協

力
隊
の
お
か
げ
で
、
何
人
か

婦
が
持
つ
子
供
の
数
の
減

少
、
高
齢
化
の
進
行
に
と
も

な
う
死
亡
者
の
増
加
等
が
あ

げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
人

口
減
少
に
対
し
て
団
地
の
造

成
を
図
っ
た
。

　
人
口
減
少
の
要
因
は
、
高

卒
大
卒
世
代
等
の
就
職
、
進

学
、
女
性
の
県
内
定
着
率

の
低
下
、
若
年
層
の
県
外
流

出
、
未
婚
、
晩
婚
の
進
行
、

女
性
の
社
会
進
出
、
結
婚
に

対
す
る
考
え
方
の
変
化
、
夫

問
　
三
月
定
例
議
会
で
も
お

話
し
て
お
り
ま
す
が
、
な
ん

と
言
っ
て
も
人
口
減
少
す
る

こ
と
に
よ
り
消
滅
す
る
と
い

う
議
論
が
今
さ
さ
や
か
れ
て

い
る
が
、
現
実
的
に
も
そ
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な

の
で
、
そ
の
観
点
か
ら
質
問

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
対
策
五
ヵ
年
計

画
「
ま
ち
、
ひ
と
、
仕
事
創

生
総
合
戦
略
」
で
人
口
減
少

は
加
速
的
に
進
行
す
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
、
二
つ
目
と

し
て
、
東
京
圏
を
は
じ
め
と

す
る
大
都
市
圏
に
若
者
が
集

中
す
る
傾
向
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し

て
我
が
町
で
は
、
平
成
27
年

度
中
に
八
郎
潟
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
及
び
八
郎
潟
町
総
合
戦
略

を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
と

い
っ
て
い
ま
す
。

町
長
　

本
町
の
総
人
口
は
昭

和
40
年
に
は
８
，３
７
９
人
を

ピ
ー
ク
に
平
成
２
年
末
で
横

バ
イ
、
平
成
７
年
以
降
は
、

減
少
を
続
け
て
い
る
。

農
業
に
つ
い
て

人
口
の
定
住
化

（
居
住
化
）
移

住
化
に
つ
い
て

稲刈り

い
か
と
言
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

　
今
年
の
米
価
も
噂
に
よ
れ

ば
、
昨
年
と
た
い
し
て
変
わ

ら
な
い
と
い
う
噂
が
流
れ
て

い
ま
す
。
米
価
が
上
が
ら
な

け
れ
ば
基
幹
産
業
が
農
業
で

あ
る
当
町
に
お
い
て
農
業
所

得
と
農
家
所
得
が
ど
の
よ
う

な
推
移
を
見
る
の
か
、
こ
の

こ
と
が
、
町
の
税
収
に
ど
の

よ
う
な
形
で
出
て
く
る
の
か
、

あ
る
い
は
ま
た
町
の
財
政
に

ど
ん
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、

以
後
の
町
の
財
政
に
大
き
な

負
担
を
残
す
よ
う
な
事
が
な

い
の
か
お
伺
い
致
し
ま
す
。
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本町の少子化に対する教育の　　　
あり方の、教育行政執行方針を問う

町
長
　

経
営
所
得
安
定
対
策

事
業
等
、
国
の
施
策
に
対
応

し
進
め
て
お
り
町
と
し
て
も

特
に
担
い
手
対
策
と
し
て
、

規
模
拡
大
経
営
の
複
合
化
生

産
性
の
向
上
に
資
す
る
施
策

と
し
て
、
農
地
集
積
奨
励
金

事
業
、
水
田
利
活
用
支
援
対

策
事
業
等
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
今
後
も
国
、
県
と
連

携
し
振
興
施
策
を
実
施
し
ま

す
。
６
次
産
業
化
に
つ
い
て

は
、
意
欲
の
あ
る
農
業
者
、

農
業
生
産
法
人
に
対
し
て
は

県
の
６
次
産
業
化
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
、
農
業
公
社
の
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
な

が
ら
事
業
化
ま
で
総
合
的
に

サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

一
貫
教
育
校
に
関
し
て
は
、

先
生
方
に
大
き
な
負
担
が
掛

か
る
し
、
財
政
的
に
町
負
担

が
増
え
ま
す
の
で
そ
こ
ま
で

無
理
し
て
採
用
を
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。

で
基
本
的
に
ノ
ー
チ
ャ
イ
ム

を
採
用
す
る
。
計
画
と
し
て

は
来
年
度
に
基
本
設
計
を
し
、

次
の
年
に
実
施
設
計
を
早
け

れ
ば
年
度
内
に
工
事
に
入
る

考
え
で
い
る
。
32
年
度
に
は
、

小
・
中
学
生
が
一
緒
に
な
る

だ
し
い
も
の
で
す
。
今
ま
で

の
質
問
に
対
す
る
答
弁
と
大

き
く
か
け
離
れ
て
お
り
ま
す
。

「
施
設
一
体
型
」
の
出
来
な

い
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た

問
題
点
等
に
つ
い
て
も
大
き

な
乖
離
が
あ
り
ま
す
。
ノ
ー

チ
ャ
イ
ム
、
の
問
題
、
職
員

の
問
題
等
出
来
な
い
こ
と
の

オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
し
た
。

　
別
棟
校
舎
建
設
型
か
ら
小

学
生
を
中
学
校
舎
に
入
れ
る

「
施
設
一
体
型
」
に
計
画
変

更
の
理
由
と
、
今
後
の
計
画

を
具
体
的
に
示
し
て
く
だ
さ

い
。

教
育
長
　

給
食
調
理
場
が
老

朽
化
し
て
き
た
の
で
、
給
食

調
理
場
を
中
学
校
に
建
設
と
、

別
棟
増
築
の
資
金
の
め
ど
が

な
い
た
め
、
ま
た
補
助
金
的

な
も
の
が
ほ
と
ん
ど
見
込
ま

れ
な
い
た
め
財
政
的
に
無
理

と
み
た
。

　
小
１
年
生
、
２
年
生
は
、

１
階
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
に
オ

ー
プ
ン
教
室
に
し
て
、
２
階

教
室
棟
に
３
年
生
〜
６
年
生

を
、
３
階
食
堂
部
分
を
オ
ー

プ
ン
教
室
と
し
中
学
１
〜
３

年
生
で
使
用
す
る
。
特
別
支

援
学
級
数
の
増
減
に
よ
り
教

室
使
用
の
工
夫
が
必
要
、
チ

ャ
イ
ム
は
小
・
中
一
緒
な
の

問
　
私
は
、
前
々
回
も
教
育

行
政
に
関
す
る
質
問
を
し
て

き
ま
し
た
。
文
科
省
で
決
定

し
た
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い

て
の
考
え
を
教
育
長
に
お
聞

き
し
て
来
ま
し
た
が
、
そ
の

中
で
特
に
本
町
で
の
少
子
化

に
よ
る
児
童
数
の
減
少
の
対

策
と
し
て
、
中
学
校
の
校
舎

に
小
学
生
を
入
れ
る
「
施
設

一
体
型
」
を
提
案
し
て
き
ま

し
た
が
、
教
育
長
の
答
弁
は

一
貫
し
て
、
中
学
校
自
転
車

置
場
を
整
地
し
２
・
３
階
建

の
小
学
校
校
舎
を
増
築
す
る

別
棟
案
を
示
し
て
き
ま
し
た
。

先
の
６
月
議
会
で
も
こ
の
よ

う
に
答
弁
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
が
8
月
4
日
の
教
育
振

興
大
会
で
の
、
町
長
挨
拶
の

中
で
今
後
の
小
中
連
携
教
育

に
つ
い
て
は
、
中
学
校
校
舎

の
内
部
を
一
部
改
修
し
小
学

生
が
中
学
校
校
舎
に
入
る
計

画
で
あ
る
と
話
さ
れ
、
耳
を

疑
い
ま
し
た
。
「
施
設
一
体

型
」
校
舎
を
提
案
し
て
も
頑

な
に
小
・
中
別
棟
増
築
の
答

弁
で
し
た
。
議
会
軽
視
も
甚

金　　一義

本
町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
の
振
興
策

の
位
置
づ
け
と
、
６

次
産
業
化
の
方
針
策

を
持
っ
て
い
る
か

稲

問
　
我
が
町
は
、
農
業
を
基

幹
産
業
と
し
て
位
置
づ
け
し

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
激
変

す
る
農
政
に
対
す
た
め
に
は
、

新
た
な
地
域
農
業
振
興
対
策

が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
実

態
に
即
し
た
、
地
域
住
民
の

意
向
を
踏
ま
え
た
地
域
農
業

振
興
対
策
を
立
案
し
、
地
域

に
賦
存
す
る
農
業
に
か
か
わ

る
資
源
の
組
み
合
わ
せ
を
、

行
政
の
関
与
に
よ
っ
て
改
変

し
て
、
農
業
の
生
産
性
向
上

の
実
現
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
産
地
形
成
、
産
地
維

持
、
土
地
利
用
型
農
業
の
足

腰
を
強
く
す
る
担
い
手
の
育

成
、
多
様
な
担
い
手
に
支
援

策
の
具
体
化
等
に
対
す
る
町

の
支
援
の
方
策
を
お
伺
い
し

ま
す
。
６
次
産
業
化
法
が
制

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ

れ
は
一
次
産
業
で
あ
る
農
産

物
の
一
層
の
付
加
価
値
を
生

み
出
す
産
業
と
し
て
、
６
次

産
業
化
興
し
の
振
興
策
が
今

後
一
層
町
行
政
に
求
め
ら
れ

ま
す
。
ど
の
よ
う
な
振
興
施

策
が
念
頭
に
あ
り
ま
す
か
お

聞
き
し
ま
す
。
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問
　
防
災
士
養
成
に
力
を
入

れ
、
研
修
や
助
成
制
度
を
設

け
た
自
治
体
は
全
国
で
２
０

０
を
超
え
て
い
る
。
権
限
や

責
務
を
持
た
な
い
民
間
資
格

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
防
災
士

機
構
が
認
証
）
で
は
あ
る
が
、

地
域
の
防
災
力
向
上
を
図
る

問
　
は
ち
パ
ル
で
日
替
わ
り

カ
フ
ェ

　
日
替
わ
り
で
町
民
が
シ
ェ

フ
を
務
め
る
仕
組
み
を
導
入

す
る
こ
と
で
地
域
活
動
の
活

性
化
に
つ
な
が
り
、
誰
で
も

気
軽
に
集
え
る
居
場
所
と
な

る
の
で
は
。

町
長
　

現
段
階
で
は
無
理
だ

が
、
将
来
構
想
と
し
て
直
売

所
建
設
等
を
考
え
て
い
る
の

で
テ
ナ
ン
ト
方
式
で
出
来
る

の
か
検
討
し
て
い
く
。

問
　
「
店
舗
協
働
型
」
認
知

症
カ
フ
ェ
の
設
置
を

　
あ
え
て
飲
食
店
に
す
る
理

由
は
、
①
保
健
所
の
営
業
許

可
が
あ
る
の
で
本
格
的
な
飲

食
を
提
供
出
来
る
。

　
②
一
般
客
も
利
用
す
る
お

店
な
の
で
気
軽
に
参
加
で
き
、

地
域
の
方
々
へ
認
知
症
に
対

す
る
意
識
啓
発
に
も
つ
な
が

る
。
認
知
症
へ
の
理
解
・
周

知
と
飲
食
店
の
活
性
化
・
居

場
所
づ
く
り
と
メ
リ
ッ
ト
が

多
い
が
。

た
め
に
は
防
災
士
の
役
割
が

重
要
だ
が
。

町
長
　

防
災
士
は
地
域
防
災

力
強
化
に
貢
献
す
る
な
ど
注

目
を
集
め
て
い
る
。
地
域
の

防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
防

災
士
の
育
成
、
資
格
取
得
、

助
成
制
度
等
に
つ
い
て
も
今

後
視
野
に
入
れ
な
が
ら
地
域

の
防
災
力
強
化
に
取
り
組
む
。

町
長
　

相
談
窓
口
の
強
化
・

御
家
族
の
情
報
交
換
の
場
確

保
な
ど
を
一
体
的
に
取
り
組

み
、
認
知
症
の
方
・
引
き
こ

も
り
気
味
の
高
齢
者
・
障

町
長
　

国
・
県
な
ど
の
取
り

組
み
状
況
を
見
守
り
つ
つ
、

介
護
保
険
事
業
運
営
も
考
慮

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

問
　
地
域
を
担
う
人
材
の
定

住
を

　
「
シ
ン
グ
ル
ペ
ア
レ
ン
ト

受
け
入
れ
事
業
」
と
は
、
市

内
の
介
護
施
設
で
親
が
介
護

業
務
に
携
わ
る
事
を
条
件
に

全
国
か
ら
希
望
者
を
募
り
、

経
済
的
に
も
苦
し
い
ひ
と
り

親
家
庭
に
移
住
し
て
も
ら
い
、

給
与
や
家
賃
補
助
、
中
古
自

動
車
の
支
給
な
ど
き
め
細
や

か
な
支
援
を
行
う
事

業
。
経
済
的
な
自
立

を
応
援
し
つ
つ
地
方

へ
の
人
の
流
れ
を
も

生
む
。
こ
れ
こ
そ

「
地
方
創
生
」
と
注

目
さ
れ
て
い
る
が
。

町
長
　

ま
だ
具
体
的

な
移
住
・
定
住
対
策

を
実
施
し
て
お
ら
ず
、

現
段
階
で
こ
の
事
業

は
時
期
尚
早
と
認
識

し
て
い
る
。
ま
ず
は

新
し
い
地
域
支
援
事

業
に
よ
り
介
護
予
防

事
業
を
推
進
し
て
い

く
。

問
　
元
気
な
高
齢
者
を
呼
び

込
む

　
政
府
が
推
進
す
る
高
齢
者

の
受
け
入
れ
拠
点
〈
日
本
版

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
〉
構
想
の
先
行
事

例
が
栃
木
県
に
あ
り
注
目
さ

れ
て
い
る
。
県
で
も
〈
秋
田

版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
〉
整
備
に
早
急

に
準
備
を
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
が
。

菊地　文人

気
軽
に
集
え
る
居

場
所
は

広
が
る
「
防
災
士
」

町への新しい人の流れをつくる

はちパル　カフェコーナー

害
者
な
ど
幅
広
く
町
民
が
気

軽
に
集
う
事
が
出
来
な
い
か
、

広
域
的
な
取
り
組
み
が
出
来

な
い
か
検
討
す
る
。

ネットワーク型
日本版ＣＣＲＣ

  小・中学校校区

ネットワーク型
日本版ＣＣＲＣ

  小・中学校校区

高齢者ネットワーク高齢者ネットワーク

住宅型有料老人
ホーム＋通所介護
住宅型有料老人
ホーム＋通所介護医療機関医療機関

健康型高齢者住宅健康型高齢者住宅

支援型高齢者住宅支援型高齢者住宅

地域住民地域住民 地域住民地域住民

健康型高齢者住宅健康型高齢者住宅

地域交流
予防センター
地域交流
予防センター

訪問介護
訪問看護
訪問介護
訪問看護

在宅支援複合施設在宅支援複合施設

CCRCのイメージ図



一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問

（ 11 ） 八郎潟町議会だより第125号 平成27年10月１日

議員

問
　
「
人
口
減
少
対
策
の
指

針
を
つ
く
る
」
、
な
ぜ
こ
ん

な
大
事
な
計
画
を
短
期
間
で

策
定
さ
せ
る
の
か
理
解
で
き

な
い
。
本
町
策
定
の
目
玉
は

「
中
心
部
の
に
ぎ
わ
い
創

出
」
と
あ
る
が
本
計
画
の
国

の
骨
格
は
人
口
減
対
策
、
こ

の
考
え
方
と
の
整
合
性
は
。

町
長
　

国
は
基
本
目
標
の
中

で
「
地
方
へ
の
人
の
流
れ
、

子
育
て
、
地
域
社
会
の
連

携
」
を
、
県
で
は
入
込
客
数

の
増
加
を
掲
げ
て
い
る
。
本

町
で
も
駅
前
交
流
館
の
活
用

問
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
で
コ
メ
の

輸
入
が
さ
さ
や
か
れ
だ
し
た
。

コ
メ
消
費
の
落
ち
こ
み
傾
向

と
合
わ
せ
、
当
然
米
価
の
下

落
要
因
と
な
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
本
町
稲
作
農
業
の

場
合
も
、
厳
し
い
価
格
競
争

の
進
行
に
伴
う
影
響
は
避
け

ら
れ
ず
、
離
農
が
一
気
に
進

む
可
能
性
が
あ
る
。
集
落
の

１
件
、
但
し
、
子
育
て
支
援

ホ
ー
ル
の
町
外
利
用
者
は
１
，

１
１
４
組
２
，８
２
９
人
で
町

外
の
利
用
の
方
が
多
か
っ
た
。

問
　
町
民
の
意
欲
を
高
め
周

辺
町
村
に
も
強
い
イ
ン
パ
ク

ト
を
も
つ
、
Ｆ
Ｍ
局
の
立
ち

上
げ
を
提
案
し
ま
す
。
イ
ベ

ン
ト
で
の
活
用
で
も
効
果
は

大
き
く
、
災
害
時
は
、
詳
し

い
情
報
を
家
庭
の
中
ま
で
届

け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

町
長
　

町
の
各
種
情
報
や
災

害
時
の
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
提
供
で
き
、
防

災
行
政
無
線
と
併
用

す
れ
ば
有
効
な
情
報

手
段
と
な
る
と
考
え

ら
れ
る
。

問
　
県
内
で
も
現
在

開
局
し
て
い
る
と
こ

ろ
６
か
所
、
検
討
中

３
か
所
。
官
民
共
同

あ
る
い
は
周
辺
町
村

と
共
同
も
、
ご
検
討

い
た
だ
き
た
い
。

町
長
　

立
ち
上
げ
と

な
れ
ば
、
予
算
的
に

も
運
営
上
で
も
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
が
、
関

心
あ
る
方
々
で
検
討

委
員
会
を
立
上
げ
、

検
討
し
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

問
　
５
月
オ
ー
プ
ン
の
駅
前

交
流
施
設
の
町
外
の
利
用
状

況
と
実
施
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト

の
回
数
は
。

町
長
　

８
月
末
の
全
体
の
利

用
は
６
０
，
３
５
０
人
、
交

流
ホ
ー
ル
は
１
０
７
件
で
５
，

２
４
６
人
、
町
外
の
利
用
は

近藤美喜雄

コミュニティＦＭによる町の活性化

役
場
庁
舎
の
町
民

説
明
と
意
見
反
映

実
効
求
め
ら
れ
る

八
郎
潟
町
版
総
合

戦
略

問
　
役
場
庁
舎
は
、
既
に
45

年
が
経
過
し
て
い
る
。
今
な

ぜ
検
討
に
至
っ
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
、
町
民
に
改
め
て

説
明
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す

が
い
か
が
か
。

町
長
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員

会
、
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を

立
上
げ
検
討
案
を
策
定
し
て

い
る
。
検
討
状
況
に
つ
い
て

広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
町

民
に
周
知
さ
せ
町
民
の
意
見

も
反
映
さ
せ
た
い
。

問
　
ほ
ぼ
結
論
に
達
し
て
か

ら
で
は
な
く
、
判
断
の
前
提

と
し
て
必
要
な
こ
と
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
形
式
で
意
見
を
募

る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
ま

た
想
定
さ
れ
る
費
用
は
。

町
長
　

概
算
で
、
現
庁
舎
を

補
強
使
用
す
る
場
合
、
５
億

円
に
外
壁
、
給
排
水
設
備
な

ど
。
庁
舎
の
解
体
費
約
５
，

４
０
０
万
円
、
新
た
に
建
設

す
る
場
合
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
３
階
建
、
面
積
は
現
庁

舎
ほ
ど
と
仮
定
す
れ
ば
、
設

計
、
工
事
費
で
10
億
円
ほ
ど

と
試
算
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
大
詰

め
町
長
の
考
え
は

衰
退
が
現
実
味
を
帯
び
て
く

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
稲

作
農
家
が
安
心
し
て
営
農
計

画
を
立
て
る
こ
と
の
で
き
る
、

持
続
可
能
な
支
援
を
期
待
し

た
い
。

町
長
　

認
定
農
業
者
に
対
し

て
は
農
地
の
集
積
、
転
作
田

の
活
用
、
経
営
の
安
定
対
策

の
た
め
町
単
独
事
業
で
も
支

援
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
国

や
県
事
業
と
も
合
わ
せ
支
援

し
て
い
く
。

に
よ
る
に
ぎ
わ
い
創
出
と
交

流
人
口
の
拡
大
に
努
め
た
い
。

問
　
素
案
が
作
成
さ
れ
た
段

階
で
、
有
識
者
の
意
見
を
聞

く
機
会
を
設
け
る
べ
き
と
考

え
る
が
。

町
長
　

11
月
末
の
素
案
策
定

に
向
け
町
づ
く
り
計
画
策
定

審
議
会
で
意
見
を
伺
う
。

問
　
国
は
１
千
億
円
規
模
の

新
型
交
付
金
で
対
応
す
る
基

本
方
針
を
決
定
し
た
。
人
口

が
減
少
し
て
も
持
続
可
能
な

町
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

町
長
　

や
や
小
粒
だ
と
は
感

じ
て
い
る
が
、
町
の
将
来
や

財
政
も
考
え
計
画
を
策
定
し

た
い
。

鹿角きりたんぽFMスタジオ（コモッセ内）



八郎潟町議会だより第125号 （ 12 ）平成27年10月１日

　
平
成
26
年
度
に
実
施
さ
れ

た
主
な
施
策
及
び
事
業

（
１
） 

秋
田
県
市
町
村
未
来

づ
く
り
協
働
プ
ロ
グ

ラ
ム
事
業

（
２
） 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
等
導
入
事
業

（
３
） 

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
Ｐ
Ｒ
事
業

（
４
） 

地
域
活
性
化
助
成
事

業

（
５
） 

農
業
基
盤
整
備
促
進

事
業

（
６
） 

多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
事
業

（
７
） 

社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
事
業

◆ 

認
定
第
１
号

　 

平
成
26
年
度
八
郎
潟
町

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

 

● 

総
務
課

問
　
Ｊ
Ａ
あ
き
た
湖
東
に
貸

し
付
け
て
い
る
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
敷
地
は
。 決

算
審
査
報
告

平
成
26
年
度

常
任
委
員
長

　
伊
藤
　
秋
雄

総 
務 

産 

業
答
　
町
で
売
却
の
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問
　
電
子
計
算
費
の
負
担
金

及
び
交
付
金
の
不
用
額
は
。

答
　
精
算
方
式
の
負
担
金
で

３
月
に
額
が
確
定
し
た
た
め

不
用
額
が
生
じ
た
。

 

● 

税
務
課

問
　
滞
納
整
理
機
構
へ
の
職

員
派
遣
の
現
状
に
つ
い
て
。

答
　
毎
週
木
曜
日
に
行
っ
て

ま
す
。

問
　
ｅ
│
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
内
容
に

つ
い
て
。

答
　
給
与
支
払
報
告
書
、
確

定
申
告
書
、
年
金
支
払
報
告

書
が
デ
ー
タ
化
さ
れ
て
送
信

さ
れ
て
く
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

 

● 

産
業
課

問
　
農
業
基
盤
整
備
促
進
事

業
の
不
用
額
に
つ
い
て
。

答
　
事
業
を
取
り
下
げ
た
の

は
真
坂
地
区
の
１
件
で
す
。

 

● 

建
設
課

問
　
除
雪
車
の
保
管
場
所
に

つ
い
て
。

答
　
格
納
庫
の
建
設
の
交
付

金
事
業
が
あ
る
。
役
場
庁
舎

の
建
設
計
画
と
併
せ
て
検
討

す
る
。

問
　
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

委
託
料
の
支
払
い
方
法
に
つ

い
て
。

答
　
メ
ー
タ
ー
契
約
か
ら
時

間
給
に
変
更
し
た
。

※ 

慎
重
審
議
の
結
果
。
賛
成

多
数
、
原
案
ど
お
り
認
定
。

◆ 

認
定
第
４
号

　 

平
成
26
年
度
八
郎
潟
町

公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

問
　
下
水
道
に
接
続
し
て
い

な
い
人
に
つ
い
て
。

答
　
汲
み
取
り
は
、

平
成
26
年
３
月
で
５
０
９
人

平
成
27
年
３
月
で
４
２
１
人

水
洗
化
率
は
90
・
６
％

※ 

慎
重
審
議
の
結
果
。
全
員

一
致
原
案
通
り
認
定

◆ 

認
定
第
５
号

　 

平
成
26
年
度
八
郎
潟
町

農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

※ 

慎
重
審
議
の
結
果
、
全
員

一
致
原
案
通
り
認
定

◆ 

認
定
第
７
号

　 

平
成
26
年
度
八
郎
潟
町

上
水
道
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

て
問
　
基
本
料
金
を
５
立
方
メ

ー
ト
ル
か
ら
10
立
方
メ
ー
ト

ル
に
変
更
の
予
定
は
な
い
か
。

答
　
基
本
料
金
を
10
立
方
メ

ー
ト
ル
に
す
る
と
一
人
世
帯

で
は
基
本
料
金
に
届
か
ず
変

更
は
し
な
い
。

※ 

慎
重
審
議
の
結
果
、
全
員

一
致
原
案
ど
お
り
認
定

※
現
地
視
察

・ 

「
は
ち
パ
ル
」

　 
利
用
状
況
、
子
育
て
支
援

の
今
後
の
見
通
し

・ 

地
域
史
料
館

・
塞
ノ
神
農
村
公
園

はちパル

地域史料館



補　正　予　算
平成27年度八郎潟町一般会計補正予算（第２号）・（第３号）
歳入歳出にそれぞれ5,626万円を追加し、予算総額を29億6,796
万２千円となりました。

〈主なもの〉

歳入　個人番号カード交付事業費補助金 2,222千円
　　　個人番号カード交付事務費補助金 201千円
　　　介護報酬改定等システム改修補助金 1,200千円
　　　再生可能エネルギー導入事業費補助金 10,993千円
　　　介護保険特別会計繰入金 8,357千円
　　　臨時財政対策債 22,051千円

歳出　創作館解体工事 1,482千円
　　　旧小池農業集落排水処理施設改修工事 5,189千円
　　　高岡コミュニティセンター改修工事 800千円
　　　秋田県町村電算システム共同事業組合負担金 13,373千円
　　　地域除排雪助成金 960千円
　　　街路灯設置工事費 10,994千円
　　　通知カード・個人番号カード関連事務委託交付金

 2,222千円
　　　総合健診委託料 740千円
　　　農地利用集積促進奨励金 444千円
　　　避難所・避難場所住民周知看板設置委託料 537千円

議案第46号・議案第54号 反対討論平成26年度一般会計

　けさ（９月17日）秋田魁新報の１面に民主
主義崩壊の危機と題して編集局長が執筆され

てました。皆さまもお目通しかと思います。

認定第１号、平成26年度八郎潟町一般会計歳
入歳出決算認定について。

　26年度の決算に目を通すにつれて気持ちが
沈んで行きました。そして監査委員の報告に

も目新しい所もなく。「特に意見として申し

上げる事は無いと思われる」が８回も出て来

ます。私自身にとっての平成26年は、とても
忙しく意義ある１年でした。なのに周辺から

は、ため息が聞こえます。

「水は高いし国保も高いそれに消費税も」

……。

　私たちと同年代からの声でした。子供たち

やお年寄りには手厚く、かまど（生計）を維

持している50代60代への政策支援がたりな
い。住宅リフォーム等とは言いませんが、た

りないと思いました。この後の27年度に期待
したいと思います。平成26年度八郎潟町一般
会計歳入歳出決算認定について。日本共産党

の公認議員として非とさせていただきます。

北嶋賢子議員

（ 13 ） 八郎潟町議会だより第125号 平成27年10月１日

常
任
委
員
長

　
金
　
　
一
義

教 

育 

民 

生

◆ 

認
定
第
１
号

　 

平
成
26
年
度
八
郎
潟
町

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

問
　
「
え
き
ま
え
子
育
て
セ

ン
タ
ー
」
の
消
耗
品
費
に
備

品
購
入
費
か
ら
の
多
額
の
流

用
が
成
さ
れ
て
い
る
が
な
ぜ

か
。

答
　
２
月
の
執
行
段
階
で
気

が
つ
い
た
が
、
３
月
補
正
に

間
に
合
わ
な
か
っ
た
。

問
　
災
害
時
に
お
け
る
町
の

食
糧
備
蓄
量
を
広
報
等
で
公

表
し
て
、
町
民
の
意
識
向
上

を
図
れ
な
い
か
。

答
　
町
の
備
蓄
量
は
地
域
防

災
計
画
で
定
め
て
お
り
、
広

報
等
で
啓
蒙
を
図
り
備
蓄
を

推
進
し
て
い
く
。

問
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
今

年
２
年
目
だ
っ
た
が
ど
の
よ

う
な
テ
コ
入
れ
を
し
た
の
か
。

答
　
町
内
会
に
よ
る
事
前
登

録
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
へ
の

理
解
が
行
き
届
い
た
と
感
じ

て
い
る
。

※ 

慎
重
審
議
の
結
果
、
全
員

一
致
原
案
通
り
認
定

◆ 

認
定
第
２
号

　 

平
成
26
年
度
八
郎
潟
町

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

※ 

慎
重
審
議
の
結
果
、
全
員

一
致
原
案
通
り
認
定

◆ 

認
定
第
３
号

　 

平
成
26
年
度
八
郎
潟
町

後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

※ 

慎
重
審
議
の
結
果
、
全
員

一
致
原
案
通
り
認
定

◆ 

認
定
第
６
号

　 

平
成
26
年
度
八
郎
潟
町

介
護
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て

※ 

慎
重
審
議
の
結
果
、
全
員

一
致
原
案
通
り
認
定

※
現
地
視
察

・ 

「
は
ち
パ
ル
」
子
育
て
ゾ

ー
ン
（
利
用
状
況
）

・ 

湖
東
厚
生
病
院
付
近
・
防

火
水
槽
建
設
工
事
（
移
設)

はちパル　子育てゾーン



各
常
任
委
員
会

各
常
任
委
員
会

各
常
任
委
員
会

各
常
任
委
員
会

各
常
任
委
員
会

各
常
任
委
員
会

各
常
任
委
員
会

各
常
任
委
員
会

各
常
任
委
員
会

　
　
　
　の
審
議

　
　
　
　の
審
議

　
　
　
　の
審
議

　
　
　
　の
審
議

　
　
　
　の
審
議

　
　
　
　の
審
議

　
　
　
　の
審
議

　
　
　
　の
審
議

　
　
　
　の
審
議

　
　
　
　の
審
議

　
　
　
　の
審
議

　
　
　
　の
審
議

　
　
　
　の
審
議

　
　
　
　の
審
議

　
　
　
　の
審
議

　
　
　
　の
審
議

　
　
　
　の
審
議

　
　
　
　の
審
議

　
　
　
　の
審
議

　
　
　
　の
審
議

　
　
　
　の
審
議

　
　
　
　の
審
議

　
　
　
　の
審
議

　
　
　
　の
審
議

各
常
任
委
員
会

　
　
　
　の
審
議

各
常
任
委
員
会

　
　
　
　の
審
議

八郎潟町議会だより第125号 （ 14 ）平成27年10月１日

◆ 

平
成
27
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
関
係

○
保
健
課

問
　
町
の
総
合
健
診
に
つ
い

て
。

①
健
診
委
託
料
の
見
込
み
増

は
な
ぜ
か
。

②
防
災
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
会
場
が
狭
い
・
待
ち
時

間
が
長
い
・
受
診
者
が
多
い

等
苦
情
が
多
か
っ
た
が
町
の

考
え
は
。

答
　
県
道
・
町
道
の
除
排

雪
を
行
う
町
内
会
に
対
し

無
償
で
運
転
手
付
き
で
機

械
を
貸
し
出
す
制
度
を
今

年
の
冬
か
ら
実
施
す
る
。

問
　
町
道
、
下
水
路
整
備

工
事
２
８
６
万
２
千
円
に

つ
い
て
。

答
　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
に
亀
裂
が
入
り
草
が
生

え
て
き
た
の
で
舗
装
修
繕

す
る
。

※
現
地
視
察

・ 

駅
前
「
壁
画
」

　 

タ
イ
ル
交
換
関
連
及
び

壁
画
の
状
況

・ 

浄
水
場

　 
修
繕
関
係
（
マ
イ
ク
ロ

ス
ト
レ
ー
ナ
ー
、
コ
ン

プ
レ
ッ
サ
ー
）

◆ 

平
成
27
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
関
係

○
総
務
課

問
　
自
治
振
興
費
の
地
域
除

排
雪
助
成
金
96
万
円
に
つ
い

て
。

答
　
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世

帯
等
の
方
の
宅
地
内
の
除
排

雪
。
県
道
・
町
道
の
一
斉
除

排
雪
事
業
な
ど
、
町
内
会
事

業
と
し
て
実
施
し
た
場
合
に

一
町
内
会
３
万
円
限
度
に
交

付
す
る
。

○
産
業
課

問
　
商
工
振
興
費
の
あ
き
た

創
業
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
ン
ド
出

資
金
１
０
０
万
円
に
つ
い
て
。

答
　
出
資
を
募
っ
た
母
体
と

な
る
会
社
は
秋
田
信
用
金
庫
。

経
営
指
導
を
受
け

る
場
合
の
審
査
は

秋
田
信
用
金
庫
と

県
外
の
フ
ュ
ー
チ

ャ
ー
ベ
ン
チ
ャ
ー

キ
ャ
ピ
タ
ル
株
式

会
社
が
一
緒
に
あ

た
る
。

○
建
設
課

問
　
除
排
雪
に
つ

い
て
。

総
務
産
業

常
任
委
員
会

◆ 

八
郎
潟
町
手
数
料
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

○
町
民
課

問
　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申

請
手
続
き
と
期
限
は
ど
う
な

る
の
か
。

答
　
郵
送
に
よ
る
申
請
と
な

り
、
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

教
育
民
生

常
任
委
員
会

答
　
①
受
診
者
数
の
増
と
い

う
よ
り
、
健
診
項
目
の
増
に

伴
う
予
算
の
追
加
で
す
。

②
防
災
セ
ン
タ
ー
以
外
に
は
、

対
象
地
域
内
に
対
応
で
き
る

適
切
な
施
設
が
な
い
の
が
実

情
で
す
。

※
現
地
視
察

・ 

小
学
校
・
遊
具
設
置
状
況

（
撤
去
・
設
置
工
事
関
係)

・ 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
会
館

（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
）

オリンピック記念会館

浄水場



【
秋
田
県
町
村
議
会
議
長
会
が
提
出
し
た
主
な
内
容
】

　
一
　
地
方
創
生
の
推
進
に
つ
い
て

　
　
・
政
策
の
基
本
目
標
の
実
現

　
　
・
新
型
交
付
金
の
柔
軟
な
制
度
設
計

　
　
・
条
件
不
利
地
域
等
に
対
す
る
配
慮

　
二
　
農
業
・
農
村
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

　
　
・
農
業
の
持
続
的
な
発
展
と
振
興

　
　
・
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保

　
　
・
国
産
農
林
水
産
物
の
消
費
拡
大
及
び
輸
出
促
進

　
三
　
森
林
保
全
・
林
業
振
興
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

　
　
・
森
林
基
盤
整
備
の
推
進
と
森
林
管
理
対
策
の
充
実
強
化

　
　
・ 

担
い
手
の
育
成
と
経
営
改
善

　
　
・ 

国
産
材
の
効
率
的
か

つ
安
定
的
な
供
給
と

需
要
の
拡
大

平成27年　八郎潟町議会９月定例会 提出議案等結果報告
議案番号 審　　議　　案　　件 結　果

議案第40号 八郎潟町手数料条例の一部を改正する条例について 全員賛成可決

議案第41号
八郎潟町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例について
全員賛成可決

議案第42号
八郎潟町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定

地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する

基準等を定める条例の一部を改正する条例について

全員賛成可決

議案第43号 八郎潟町個人情報保護条例の制定について 全員賛成可決

議案第44号 定年前に退職する意思を有する職員の募集等に関する条例の制定について 全員賛成可決

議案第45号 八郎潟町電子計算組織利用に係る個人情報保護に関する条例を廃止する条例について 全員賛成可決

議案第46号 平成27年度八郎潟町一般会計補正予算（第２号）について 全員賛成可決

議案第47号 平成27年度八郎潟町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について 全員賛成可決

議案第48号 平成27年度八郎潟町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について 全員賛成可決

議案第49号 平成27年度八郎潟町介護保険特別会計補正予算（第１号）について 全員賛成可決

議案第50号 平成27年度八郎潟町上水道特別会計補正予算（第２号）について 全員賛成可決

議案第51号 八郎潟町と秋田県との間の行政不服審査会の事務の委託について 全員賛成可決

議案第52号 町道路線の認定について 全員賛成可決

議案第53号 八郎潟町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 全員賛成同意

議案第54号 平成27年度八郎潟町一般会計補正予算（第３号）について 全員賛成可決

認定第1号 平成26年度八郎潟町一般会計歳入歳出決算認定について
賛成多数認定

（反対１：北嶋賢子）

認定第2号 平成26年度八郎潟町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 全員賛成認定

認定第3号 平成26年度八郎潟町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 全員賛成認定

認定第4号 平成26年度八郎潟町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 全員賛成認定

認定第5号 平成26年度八郎潟町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 全員賛成認定

認定第6号 平成26年度八郎潟町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 全員賛成認定

認定第7号 平成26年度八郎潟町上水道特別会計決算認定について 全員賛成認定

報告第７号
平成26年度八郎潟町一般会計等財政健全化審査及び平成26年度八郎潟町水道事業会
計経営審査について

（ 15 ） 八郎潟町議会だより第125号 平成27年10月１日

秋
田
県
市
議
会
議
長
会
及
び

秋
田
県
町
村
議
会
議
長
会

実
行
運
動

菅
　義
偉
内
閣
官
房
長
官
に

「
提
案
・
要
望
書
」
を
提
出

○
平
成
27
年
８
月
27
日
、
衆
議
院
第
２
議
員
会
館
に
て



■請願・陳情
受理

番号

受　理
年月日

件名 住　所 氏　　　　名 件　　　　名
本会議
結　果

付　託
委員会

12
平成27年
８月13日

陳情 秋田市
秋田県商工団体連合会

会　長　小　玉　正　憲

マイナンバー制度の平成28年１
月実施の延期と改正案の凍結を
求める意見書の提出についての
陳情

一部
採択

総務
産業

13
平成27年
８月13日

陳情 秋田市
秋田県商工団体連合会
婦人部協議会

会　長　小　玉　智　子

「所得税法第56条の廃止を求め
る意見書」の提出についての陳
情

採択
総務
産業

14
平成27年
８月17日

陳情
福岡県
行橋市

小　坪　慎　也
外国人の扶養控除制度の見直し
を求める意見書の採択を求める
陳情

不採択
総務
産業

15
平成27年
８月28日

陳情 秋田市
秋田県平和委員会

代表理事　川野辺　英　昭

憲法に違反する安全保障関連法
案を廃案とするよう関係機関へ
の意見書提出を求める陳情

採択
総務
産業

◆
議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
委

員

長
　
菊
　
地
　
文
　
人

　
副
委
員
長
　
畠
　
山
　
金
　
美

　
委
　
　
員
　
村
　
井
　
　
　
剛

　
　
　
　
　
　
北
　
嶋
　
賢
　
子

　
　
　
　
　
　
柳
　
田
　
裕
　
平

　
　
　
　
　
　
近
　
藤
　
美
喜
雄

 ５日 消防小型ポンプ操法競技会・規律訓練大会
 ９日 秋田県町村等監査委員協議会　理事会
 11日 北嶋透志雄氏　藍綬褒章受章記念祝賀会
 12日 男鹿潟上南秋支部消防操法大会選手激励会
 17日 例月出納検査（監査委員）
 19日 若者イベント「一夜市」
 24日 老人クラブ連合会スポーツ大会
 26日 男鹿潟上南秋支部消防操法大会
 28日 南秋田郡町村議会議員大会
 29日 湖東地区行政一部事務組合議会
 29日～31日　決算審査（監査委員）
 30日 八郎潟町・井川町衛生処理施設組合議会
 31日 町村長と町村議会議長との政策研究会
  県町村電算システム共同事業組合定例会

議会のうごき議会のうごき

７月

 ４日 教育振興大会
 ６日 秋田県町村等監査委員協議会　研修会

８月

 ７日 県町村議会広報研修会・県町村議会議員研修会
 10日 湖東厚生病院運営委員会
 15日 成人式
 18日 例月出納検査（監査委員）
 20日～21日　東北３県合同町村議会議長中央研修会
 27日～28日　秋田県町村議会議長実行運動
   （菅内閣官房長官へ要望書提出）

 １日 全県ゲートボール八郎潟大会
  議会運営委員会・議会広報編集委員会
 ５日 中学校体育祭
 ６日 中学校文化祭
 ８日 議会９月定例会（17日まで）
 10日 敬老式
 18日 例月出納検査（監査委員）
  議会広報編集委員会
 18日～20日　全日本野鯉・鮒釣り大会
 25日 議会広報編集委員会
 27日 幼稚園運動会
 29日 南秋田郡町村議会議長連絡協議会
 30日 湖東地区行政一部事務組合臨時議会

９月

印刷：一日市印刷

　
こ
の
５
月
、
図
書
館
を
メ
イ
ン
と
し

た
、
に
ぎ
わ
い
交
流
施
設
「
は
ち
パ

ル
」
が
開
館
し
た
。

　
県
と
の
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
事

業
展
開
で
、
駅
前
開
発
に
よ
る
に
ぎ
わ

い
創
出
と
い
う
積
極
的
な
取
り
組
み
に

県
下
の
注
目
を
あ
び
て
の
開
館
で
あ
る
。

　
以
来
、
四
ヶ
月
間
の
利
用
状
況
を

見
る
と
、
図
書
館
の
利
用
者
数
３
，７

２
７
人
・
入
館
者
数
４
２
，６
９
５
人
、

子
育
て
ゾ
ー
ン
の
入
場
者
数
４
，６
０

６
人
、
交
流
ゾ
ー
ン
の
入
場
者
数
５
，

５
３
２
人
で
、
合
計
５
２
，８
３
３
人

と
活
況
を
呈
し
て
い
る
。

　
最
近
、
図
書
館
を
メ
イ
ン
と
し
た
町

づ
く
り
運
動
が
全
国
的
に
広
が
っ
て
い

る
。

　
本
町
が
モ
デ
ル
と
し
た
岩
手
県
紫
波

町
・
長
野
県
小
布
施
町
・
東
京
都
千
代

田
区
神
田
・
神
奈
川
県
川
崎
市
・
北
海

道
剣
淵
町
等
々
。

　
こ
れ
等
の
事
例
に
学
び
な
が
ら
、
更

な
る
「
は
ち
パ
ル
」
の
に
ぎ
わ
い
と
、

本
町
の
産
業
振
興
・
人
口
増
・
活
性
化

に
つ
な
が
れ
ば
と
願
う
も
の
で
あ
る
。

 

（
文
責
　
村
井
　
剛
）

八郎潟町議会だより第125号 （ 16 ）平成27年10月１日


